
門

村

火
山
噴
火
に
よ
る
環
境

の
変

動
と
災
害

一
九
七
七
-
七
八
年
有
珠
山
噴
火
の
場
合

1

浩

火
山

の
噴
火
と
そ
れ

に
付
随
す

る
諸
現
象

は
、
火
山
体
自
身
は
も
と
よ
り
、
周
辺
地
域

の
環
境

に
対

し
て
も
著

し
い
変
貌
を
も
た
ら
す
。

一
九
七
七
年

八
月

に
は
じ
ま

っ
た
有
珠
山
噴
火

は
、

一
九
八
○
年

五
月

の

セ
ソ
ト

ヘ
レ
ン
ズ
山
の
噴
火
な
ど

に
比
べ
る
と
小
規
模

で
あ
り
、
ま
た
破
壊
的

な
も

の
で
は
な

か

っ
た
が
、
地
域
環
境

の
激
変
を
も
た
ら
し
、
今

日
に
至
る
ま
で
多
様
な
災
害
が

続
い
て
い
る
点

で
注

目

さ
れ
る
。
今
回

の
噴
火

に
由
来
す
る
主
な
災
害
要
因

は
、
降
灰
、
地
殻

の
変
動
、
土
石
流

・
泥
流

の

三

つ
で
あ

る
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら

に
よ
る
環
境

の
変
動
と
災
害

の
様
相

に
つ
い
て
述

べ
、
防
災
対
策

上

の
問
題
点

に
言
及
し
よ
う
。

噴
火
と
人
々
の
対
応

e

噴
火
災
害
の
あ
ら
ま
し

一
九
七
七
年
八
月

七
～
十
四
日
の
大
量

の
火

山
灰

・
軽
石
を
噴
出

し
た
大
噴
火

に
よ
り
有
珠
山
周
辺

地
域
が
蒙

っ
た
被
害
は
総
額
三

一
七
億
円
に

の
ぼ

っ
た
。
被
害
額

の
八
○

%
は
農
林
業
被
害

に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
ち

ょ
う
ど
ト
ゥ
モ

ロ
コ
シ
、

マ
メ
類
、
ビ

ー
ト
な
ど

の
収
穫
期

で
あ

っ
た
た
め
、
農
家

の

受
け

た
ダ

メ
ー
ジ
は
大
き
か

っ
た
。
と
く
に
有
珠
山

西
北
方

の
地
域

で
は
、
雨
と
と
も

に
セ
メ

ソ
ト
モ

ル
タ
ル
状

の
火
山
灰
が

落
下
し
た
た
め
、
農
作
物

や
樹
木
が
、
わ
ず

か
二
～
三

㎝
の
厚
さ

の
火
山
灰

で

も
被
災
し
た
。
こ

の
た
め
、
北
西
側
で
は
被
災
地
域
が
火

口
か
ら
二
〇
㎞
ま

で
の
広

い
範
囲

に
及

ん
だ

(図

一
、
二
)
。

地
表
を
覆

っ
た
細
粒

の
火
山
灰
は
風
に
よ

っ
て
飛
散
す

る
た
め
、
眼
、
鼻
、

の
ど

の
不
調
を
訴
え
る

住
民
が
続
出
し
た
。

し
か
し
幸

い
に
も
山
麓

の
洞
爺
湖

・
壮
瞥
両
温
泉
を
は
じ
め
と
す
る
集
落
は
、
大

量

の
火
山
灰

・
軽
石

の
直
撃

か
ら
免
れ
た
。

ま
た
、

横
な
ぐ
り

の
噴
煙
や
熱
雲
が
生
じ
な

か

っ
た
た

め
、
人

々
は
状
況
を
適
確

に
判
断
し
て
屋
内

に
逃
げ
込
む
な
ど

の
対
応
策
を
と
る
こ
と
が

で
き
た

の
で

あ
る
。
し
た
が

っ
て
最
初

の
噴
火

の
時
は
、避
難
命
令
が
発

せ
ら
れ
て

い
な
か

っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず

、

住
民
自
身

の
臨
機
応
変

の
判
断

に
よ
る
冷
静

な
行
動
が
と
ら
れ
、
人
的
被
害
を
最
小

に
止
め
る
こ
と
が

で
き
た

の
で
あ
る
。

し

か
し
な
が
ら
再
噴
火

の
危
険
が

あ

っ
た
た
め
、
八
月
九

日
早
朝
、
温
泉
町
に
対
し
て
避
難
命
令
が

出
さ
れ
、
周
辺

の
道
路

に
厳
重
な
交
通
規
制
が

敷
か
れ
た
の
で
、
温
泉
町

は

一
時
、
ゴ

ー
ス
ト

・
タ
ウ

ソ
と
化
し
た
。
避
難
命
令

は
九
月

二
十
三
日

に
解
除
さ
れ
た
が
、

い
ぜ

ん
と
し
て
再
噴
火

の
危
険
が
続

い
た
た
め
温
泉
町
を
訪
れ
る
観
光
客
は
激
減
し
、
著
し

い
経
済
的
打
撃
を
蒙

っ
た
の
で
あ
る
。
入
れ
込

み
観
光
客

の
数

は
噴
火

開
始
後

一
年
を
経
た

一
九
七
八
年
夏

よ
り
、
元

に
復
す
る
よ
う

に
な

っ
た

(
図

三
)
。一

九
七
七
年
十

一
月
中
旬

か
ら
翌
年

の
十
月
下
旬
ま

で
水
蒸
気
爆
発

や

マ
グ

マ
水
蒸
気
爆
発
が
頻
発

し
、
細
粒

の
火
山
灰

の
噴
出
が
続

い
た
が
、
こ
れ
で
は
農
作
物

に
若

干
の
被
害
が
出

た
程
度

で
、
住
民

に
対
し
て
避
難
命
令
が

出
さ
れ

る
こ
と

は
な

か

っ
た
。

⇔

人
々
の
対
応

有
珠
山
周
辺
地
域

の
住
民

一
、
七
七
六
人
を
対
象

に
、

一
九
七
七
年
十

一
月
下
旬
に
行

っ
た
ア

ン
ケ

ー
ト
に
よ
る
調
査

の
結
果

(門
村

ほ
か
、

一
九
七
八
)
を
摘
記
し
よ
う
。
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今
回

の
噴
火

は
、

昭
和
新
山
形
成
時

の
活
動

(
一
九
四
三
-
四
五
年
)

の
経
験
者
を

の
ぞ
く
と
、
多

く

の
人

々
に
と

っ
て

「
予
期

さ
れ
な

い
出
来

事
」

で
あ

っ
た
。

と
く
に
洞
爺
湖
温
泉
町

で
は
、

そ
こ

が
今
回

口
を
開

い
た
火

口
か
ら
わ
ず

か

一
・
五
～
二
㎞
の
至
近

距
離

に
位
置

し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら

ず
、
回
答
者

の
八
○

%
が

「
ま
さ
か
噴
火
す

る
と
は
思
わ
な
か

っ
た
。
火
山
灰
が
降

っ
て
く

る
と
は
思

わ
な

か

っ
た
。」
と
答
え

て
い
る
。

こ
れ
は
町

の
形
成
が
新

し
く
、

過
去

の
噴
火

の
経
験
者
が
少
な

い

こ
と
に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
今

回
の
噴
火
を
経
験
し
て
、
調
査
地
域
全
体
を
通
じ

て
回
答
者

の
八
○

%
以
上
が
将
来
ま
た
噴
火
す
る

こ
と
が

あ
れ
ば

、
住
ん
で
い
る
場
所
が
、
多

か
れ
少

な
か
れ
危
険

に
な
る
と
思
う

よ
う

に
な

っ
て
い
る
。
洞
爺

湖
温
泉

で
は
、
次

の
噴
火
が
あ
れ
ぽ
大
変
危

険

で
あ
る
と
す
る
回
答
者
が

四
六
%
に
達
し
た
。

今

回
の
噴
火

と
そ
れ

に
よ
る
災
害
を
経
験
し
て
、
住
民
は
多

く

の
教
訓
を
得

て
い
る
。
同
時

に
、
防

1977-1978年 噴火に伴 う地表環境変動のあらま し。

1:崩 壊 、2ミ 畑化域 ミ、3:泥 流土石流 ・(大 部

分1978年10月24日 に発生)、4:主 な断層、5:外

輪 山のせ り出 し、6:1977年8月 噴 火の火山灰 ・軽

石 の厚 さ、7:1977年11月 ～1978年10月 水蒸気～マ

グマ水蒸気爆発による細粒 火山灰の厚 さ、8:隆 起

した新 山。 ×印は1981年8月 上旬の雨で外輪山稜部

が決壊 した ところ。

図1

災
対
策

の
問
題
点

を
知

り
、
今
後

の
救
援

・
救
護

・
復
旧

に
関

し
て
い
く
つ
か
の
要
望
を
持
つ
よ
う
に

な

っ
た
。
火

山
災
害

を
防
止
す
る
た
め
の
緊
急
対
策
と
し
て
は
、

「
火
山
活
動

に
関
す
る
適
確
な
情
報

の
伝
達
」
が

、
も

っ
と
も
大
事

で
あ
る
と
考

え
ら
れ

て
い
る
。
長
期
的
な
対
策

で
は
、
噴
火

予
知
観
測

の
強
化
を
望
む
人
が
も

っ
と
も
多

い
。
活
火
山

の
懐

で
人

々
が
生
活
し
、
そ

こ

へ
多

数

の
人
が
訪
れ
る

限
り
、

「
適

確
な
噴
火
予
知

に
基

い
て
、
危
険
情
報
を

タ
イ

ミ
ン
グ
よ
く
伝
え

る
こ
と
が
防
災

の
基
本

で
あ

る
」
と
、
多

く

の
人
が
考
え
る
の
は
当
然

の
こ
と

で
あ
ろ
う
。

噴
火
災
害
を
経
験
し
て
学
ん
だ
教
訓

は
、
回
答
者

の
年
令
、
性
、
職
業
、
さ
ら

に
は
居

住
場
所
な
い

し
被
害

の
程
度

に
よ
り
多
様

で
あ

っ
た
が
、
全
域

で
上
位
三

つ
ま
で
の
も

の
を
挙
げ
る
と
、
次

の
よ
う

に
な

る
。

一
、
自

然

の
偉
大

さ
と
驚
異

二
、
災
害

に
備

え

図21977年8月 噴火による被害の分布

i灘 著!農業被害

電i腺切断カ所

コ停 電 地 域

§断 水 地 域
・国鉄不通区間
一不通区閤(巳'7へ9/3)

て

の
食
糧
、
資

金
な
ど

の
自
主

的
な
準
備

三
、
噴
火
時

の
沈

着
冷
静
な
行
動

な
お
、
以
上

に
紹

介
し
た

こ
と
が
ら
は

大
噴
火
直
後

の
調
査

に
よ
る

も

の

で

あ

り
、
そ

の
後
、
噴
火

活
動

の
終
息

な
ど
状

況

の
変

化

に
伴

っ

て
、
人

々
の
考
え
方

が

変

っ
て
き
て
い
る

可
能
性

の
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
て
お
き

た

い
。
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1977-1978年 噴火 とそれに関連した現象の推移ならびに洞爺湖温泉町にお ける人 ロ、
入れ込み観光 客数の変化 泥流は温泉町 まで流出 したもののみを示 す。

図3
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泥
流
と
そ
の

防
止
対
策

e

加
速
的
侵
食
と

泥
流

大
量

の
火

山
灰

・
軽

石

や
火
山
弾

の
直

撃
を
受
け

た
山
頂
火

口
原
と
外
輪
山

の
上
部
斜
面

で
は
、
森
林

植
生
が
徹
底
的

に
破
壊
さ

れ
、
砂
漠
に
等

し
い
荒
廃

し
た
景
観
が
現
出

し
た
。

裸

の
地
表
面

は
、
そ
れ
が

ル
ー
ズ
な
軽
石

や
火
山
灰

か
ら
な
る
こ
と
と
相
ま

っ

て
、
雨
の
た
び

に
急
速
な

侵
食
を
受
け
る
条
件
を
用

意
し
た
。
加
え
て
、
雨
と

と
も
に

セ
メ
ン
ト

モ
ル
タ

ル
状

の
火
山
灰
が
降

っ
た

り

(
一
九
七
七

・八

・九
)
、

マ
グ

マ
水
蒸
気
爆
発

に
伴

っ
て
微
細
な
火
山
灰
が
降

下
し
た

(
一
九
七

八

・
七

～
九
月
)
た
め
、
雨
水

の
地

下

へ
の
浸
透
が
妨
げ

ら
れ

る
条
件
が
与

え
ら
れ

た
。

山
腹
斜
面

の
加
速
的
な
浸

食
と
大
規
模
な
泥
流

・
土
石
流

の
発
生

に
好
都
合

な
環
境
が

つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

事
実
、
噴
火
直
後

か
ら
山
腹

に
堆
積
し
た
軽
石
や
火
山
灰
が
雨

の
度

に
侵
食
さ
れ

て

沢

に
流

れ

下

り
、
有
珠
山
を
刻
む
ほ
と
ん
ど
す

べ
て

の
漢
流

で
、
泥
流

や
土
石
流
が
頻
発
す
る
よ
う

に
な

っ
た

の
で

あ
る
。

一
時
間

に

一
〇

㎜
以
下
、
日
雨
量
二
〇

～
三
〇

m
と

い

っ
た
、
ご
く
通
常

の
雨

の
時

で
も
泥
流

や
土
石
流
が
発
生

し
、
山
麓

ま
で
流
出
し
た
の
で
あ

る
。
集
合
的
な
運
搬

に
よ
り
流
出
し
た
物
質

は
、

新

し
い
軽
石
や
火
山
灰

だ
け

で
は
な

い
。
谷
底
を
埋
め
て

い
た
古

い
土
石
流
の
堆
積
物
や
山
腹

を
つ
く

っ
て
い
る
歴
史
時
代

の
噴
出
物
、
さ
ら
に
は
外
輸
山
熔
岩
ま

で
も
崩
壊

や
洗
掘
に
よ
り
流
出
す

る
よ
う

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。
有
珠
山
周
辺
の
沢
で
は

一
九
八

一
年
八
月
末
ま

で
に
、
す

で
に
総
計

一
〇
〇
回

を
こ
え

る
泥
流
や
土
石
流
が
発
生
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
延
べ
三
五
回

は
山
麓

の
扇
状
地

に
ま
で
流
出

し
、
農
地
や
森
林
、
集
落
、
道
路
等
に
大
小

の
被
害
を
与
え
て
い
る
。

一
九
七
八
年
十
月

二
十
四

日
夜
に
は
、
最
大

一
〇
分
間
雨
量

二

一
m
と

い
う
局
地
的
集
中
豪

雨
に
襲

わ
れ
、
有
珠
山

の
西
～
北
斜
面

の
沢
で
大
規
模
な
泥
流
が
多
発

し
た
。
泥
流
は
最
大

強
度

の
雨
が
終

っ

た
直
後

な
い
し

一
〇
分
後

(
二

一
時

三
五
～
四
七
分

)

に
各

沢
で
発
生
し
、
ほ
と
ん
ど

同
時

に
谷
底

の

低
地
や
扇
状
地

に
流
出
し
、
温
泉
町
な
ど

の
居
住
空
間
を
襲

っ
た
。
洞
爺

湖
温
泉

で
は
、
泥
流

の
速
さ

は
約

一
〇

m
/
秒

に
達
し
、
そ

の
深

さ
も

二

m
を

こ
え
た
。
流
出

し
た
土
砂

は
新
し

い
火
山
灰
と
軽
石

が
主
体

で
あ

っ
た
が
、
温
泉
町
は

一
二
万
㎡
以
上

の
大
量

の
泥
流
堆
積
物

で
埋

っ
た
。
こ
の
泥
流

に
よ

り
両
温

泉
等

で
合
計

一
〇
〇
戸
以
上
の
家
屋
が
大
小

の
被
害
を
受
け
た
。
洞
爺
湖
温

泉

で
は
二
名
が
泥

流

の
下
敷
と
な

っ
て
死
亡
し
、

一
名
が
流
さ
れ
て
行
方

不
明
と
な
り
、
全
人

口
の
約

一
〇

%
に
当
る
三

四
五
人

が
被
災
し
た
。

口

治
山

・
砂
防
対
策
と
そ

の
効
果

新

し
い
軽
石

・
火

山
灰

の
流
出

に
よ
る
泥
流
災
害

は
、
噴
火
直
後

か
ら
、
い
わ
ゆ
る

「
二
次
災
害
」

と
し
て
そ

の
発
生
が
危
惧

さ
れ

て
い
た
。
こ
の
た
め
荒
廃

し
た
山
腹

と
谷

に
対
し
て
、
治
山

・
砂

防
対

策
を
施
す

こ
と
が
災
害
防

止
上

の
緊
急
を
要
す

る
方
策

で
あ

る
と

の
判
断
か
ら
、
国

と
道

に
よ
り
種

々

の
対
策

工
が
突
貫
工
事

で
な
さ
れ
て
き
た
。
編
柵

工
、
航
空
実
播
工
等

の
山
腹
工
、
荒
廃
渓
流

に
対
す

る
谷
留

工
、
砂
防

ダ

ム
な
ど

の
設
置
、
山
麓
扇
状
地

に
お
け

る
流
路
工
の
建
設
な
ど

、
効
果
的
と
考
え

ら
れ

る
あ
ら
ゆ
る
対
策

工
が
意

欲
的

に
す
す
め
ら
れ
て
き

た
の
で
あ
る
。
と
く

に
、

一
九
七
八
年
十
月

大
泥
流
災
害

の
後

は
、
工
事
が
急

ピ

ヅ
チ
で
な
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

一
九
七
七
年
八
月

の
噴
火

か
ら

一
九
八

一
年
度

末
ま
で
の
五
年
間

に
、
有
珠
山

の
治
山

・
砂
防

の
た
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め
に
投

入
さ
れ

る
事
業
費

は
、
総
額

三
〇
〇
億
円
を
上
回
る
と
見
積
ら
れ
て

い
る
。

こ
れ

は
年
平
均

六

〇

億
円

(大
災
害

の
発
生
し
た

一
九
七
八
年
は
九
六
億

円
)

の
投
入
額

で
あ
り
、

ひ
と

つ
の
山

に
対
す

る
防
災
事
業
費

と
し
て
は
、
わ
が
国

で
も
最
大

の
も

の
で
あ
る
。
山
麓

部

に
合
わ
せ
て
四
、
○
○
○

の

人

口
を
持
ち
、
毎
年

二
〇
〇
万
人
を

こ
え

る
観
光
客
が
訪
れ
る
洞
爺
湖

・
壮
瞥

の
両
温
泉
が
あ

る
こ
と

が
、

こ
う
し
た
事
業
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と

は
想
像

に
難
く
な
い
。

治
山

・
砂
防

工
事
が
進
展
し
た
た
め
山
腹
斜
面

の
侵
食
が
次
第

に
押
え
ら
れ
、
泥
流

・
土
石
流

の
抑

止

に
も
効
果
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
確
か

に

一
九
七
九
年
以
降
、
山
麓

の
扇
状
地
ま
で
流

出
す
る
大
規

模
な
泥
流

や
土
石
流

の
発
生

は
な
く
な

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
外
輪
山

の
北
～
東
斜
面
を
流

域
と
す

る
渓
流
で
は
、
火

口
原

に
お
け

る
新
山

の
形
成

に
伴

う
外
輪
山
斜
面

の
北
東
方

へ
の
せ
り
出

し

に
よ
る
地
殻
変
動

の
た
め
、
上
部
斜
面
が
大
規
模

に
崩
壊
す

る
と
と
も

に
、

一
九
七
九
年
後
半
よ
り
土

石
流
が
多
発
す
る
よ
う

に
な

っ
た
。
無
数

の
断
層

の
形
成

と
崩
壊

の
頻
発
を
伴
う
地
殻
変
動
が
、

い
ぜ

写真1山 頂火口原 ・北外輪山の 近況(1981年8月1日

国際航 業K.K.撮 影)

左か ら大有珠 、隆起 したオガ リ山 と新 山、首をす く

めた小有珠が見え る。火口原内では急速 にガ リが発達

して大量 の土砂が生産 され てい る。ミ天然の砂防 ダムミ

第四 火口も満杯に近い。中央部の外輪山陵部は地震動

の影響 を受け て ≒畑化ぐ していたが、8月3～6日 の

集中豪雨時 に、 ガ リが生 じて決壊 した。 このため 火口

原内で生産 された土砂が雨水 とともに小有珠右、川へ

流下す るようにな り、大規模な土石流の発生 が心配 さ

れ るようになった。左側 の細長い裸地は1981、 年4月

24日 発生の融雪泥流跡。

ん
と
し
て
続

い
て
い
る
た
め
、

こ
の
流
域

で
は
効
果
的
な
対
策

工
の
施

工
が

い
ま
な
お
妨
げ
ら
れ
て
い

る
の
で
あ

る
。
外
輪
山
斜
面

の
せ
り
出
し
は

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー
ド

四
内
外

の
地
震
が
起
き
る
た
び

に
、

一

回
に
つ
き

二
〇
～

三
〇

㎝
と

い
う
変
動
量
が
集
積
さ
れ
て
生

じ
て
い
る
。
こ
う

し
た
地
震

に
伴
う
変
動

に
よ
り
、
落
石
、
崩
壊
が
促
進
さ
れ
る
。

一
九

八

一
年
四
月

二
十
四
日
午
後

一
時
、
北
外
輪
山

の
壮
瞥
温

泉
川
三

の
沢
で
、
融
雪
時

に
は
は
じ

め
て

の
本
格
的
な
泥
流
が
発
生
し
た
。
こ
の
泥
流
は
、

一
八
O

m
も
洞
爺
湖
側

へ
せ
り
出
し
た
北
外
輪

山

の
上
部
斜
面

に
生
じ

た
崩
壊
を
き

っ
か
け
と
し
て
起

こ
り
、
約

一
万
、m
の
土
石
を
運
ん
だ
。
幸

い
、

下
流
部

に
は
砂
防
ダ

ム
が
設
置
さ
れ
て
い
た
の
で
大
事

に
は
至
ら
な
か

っ
た
が
、

こ
れ
ま
で
に
集
積
さ

れ

て
き
た
地
殻
変
動

に
よ

る
斜
面

の
変
形
と
破
壊
が
泥
流
発
生

の
背
景
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し

て
お
き

た
い
。

こ
の
よ
う

に
有
珠
山

で
は
、
噴
火
活
動
が
終
息
し
た

(
一
九
七
八
年
十
月

二
十
七
日
)
後
も
地
殻

の

変
動
が
継
続
し
、
そ
れ
が
土
砂
災
害

の
発
生
を
増
長
し
て

い
る
こ
と
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
地
殻
変

動

に
よ
る
斜
面

の
変
形
と
破
壊

は
、
新
し
い
火
山
灰

・
軽

石

の
加
速
的
な
侵
食
、
荒
廃

し
た
山
腹
と
谷

底

に
集
積

し
た
不
安
定
土
砂
と
相
ま

っ
て
、
北
外
輪
山
斜
面
を
流
域
と
す
る
諸
渓
流
に
、
大
規
模
な
泥

流

や
土
石
流

の
発
生

し
ゃ
す

い
状
態
を

つ
く
り
出

し
て
き
て

い
る
の
で
あ
る
。

一
九
七
九
年
後
半
頃

よ
り
、
関
係
者

の
間

で
火

口
原

の
隆
起

と
外
輪
山
稜
部

の
決
壊

に
よ
り
、
火

口

原
内

(新
山
、
大
有
珠
、
小
有
珠
を
含
む
)

で
生
産
さ
れ
る
土
砂
が
外
輪
山

の
外
側
に
流
出

し
、
温

泉

町
を
襲
う

の
で
は
な

い
か
と
危
惧
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
洞
爺
湖
温

泉
の
背
後
に
当

る
小
有
珠
右

ノ

川

の
源
頭
部
で
は
、
新
山

の
侵
食

に
よ
り
生
産
さ
れ
る
土
砂

の
堆
積

に
よ
り
、
火

口
原
と
外
輪
山
稜
部

と

の
比
高
が
急
速

に
減
じ
て
き
た
(写
真

一
)
。
そ
し
て

一
九
八

一
年
八
月
上
旬

の
長
雨

の
際
、

つ
い
に

こ
の
部
分
が
ガ
リ
に
よ

っ
て
切

断
さ
れ
る

に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
火

口
原
内
か
ら
の
水
と

上
砂
が

こ
こ
か
ら
流
下
す
る
よ
う

に
な
り
、
小
有

珠
右

ノ
川

で
は
大
規
模
な
泥
流
な

い
し
土
石
流
が
発

生
す

る
お
そ
れ
が
急
増

し
た

の
で
あ
る
。

こ
の
出
来
事

は
、
変
動

の
続
く
活
火
山

で
の
防
災
対
策
が
大

変
困
難
な

こ
と
の

一
端
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

地
殼
変
動
の
影
響

0

変
動
と
被
害
の
様
相

地
殻
の
変
動
は
泥
流
の
発
生
を
助
長
す
る
ほ
か
、
そ
れ
自
身

、
そ
の
直
接
の
破
壊
力
に
よ
り
、
居
住
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地殻変動 によ り破壊 され た鉄筋:コンク リー ト造 アパー ト(洞 爺湖温泉町木の実団

地 の沢)(左1978年4月21日 、右1981年4月23日 、門村獄浩撮影)

写真2

空
間
に
対

し
て
破
壊
的
な
被
害
を
与
え

て
い
る
。
そ
れ
は
、
今

回
の
噴
火
活
動

に
伴
う
地
殻
変
動
が
火

口
原

や
外
輪
山

斜
面

だ
け

で
な
く
、
北
麓

の
両
温
泉
町

が
立
地
し
て
い
る
扇
状
地
上

で
も
進
行

し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
断
層
に
よ
る

地
盤

の
垂
直
方
向
な
ら
び

に
横
方
向

の

ズ

レ
、
地
表
面

の
傾
動
や

ふ
く
れ
上
り

が
、
家
屋
な
ど
人
工
構
築
物

の
破
壊

の

要
因
で
あ

る
。
洞
爺
湖
温
泉

の
西
側

で

は
過

去
四
年
間

の
断
層
に
よ
る
変
位
量

の
最
大
値
が

、
水

平
方
向

一
・
五

m
以

上
、
垂
直
方
向

四

・
五

m
以
上

に
も
達

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
木

の
実

の
沢

で
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

三
階
建

の
ア

パ
ー
ト

一
棟
が
完
全
に
破
壊
さ
れ

(写
真
二
)
、
湖
岸
で

は
国
道
が
横

ズ
レ

断
層
に
よ
り
大
き
く
屈
折
す

る
に
至

っ

て
い
る
。
木

の
実

の
沢

の

ア

パ

ー

ト

は
、
ま
ず
降
灰

に
よ
る
被
害
を
受
け
、

一
九
七
八
年
十
月

に
は
大
泥
流

に
よ
る

攻
撃
を
ま
と
も

に
喰
い
、
今
日
に
至
る

ま
で
断
層

に
よ
り
破
壊
さ
れ
続
け
て
い

る
。
噴
火

に
伴

っ
た
環
境

の
変
動

と
災

害

の
様
相

を
象
徴
的

に
示
す
も

の
と

い

え
よ
う
。

一
九
八
○
年

六
月
上
旬

に
道
が
行

っ

た
調
査
に
よ
る
と
、
両
温

泉
町
で
三
〇

二
棟

の
建
物
が
す
で
に
地
殻
変
動

に
よ
り
大

小
の
被
害
を
受
け
て
い
る
。
被
災
建
物

の
う
ち
六
〇

は
全

壊
程
度

の
被
害

を
蒙

っ
て

い
る
が
、

こ
の
中

に
は
二
つ
の
病
院

と

一
つ
の
小
学
校
が
含
ま
れ

て
い
る
。

上
水
道

や
温
泉

の
ボ
ー
リ
ン
グ
泉
源
、
パ
イ
プ

の
被
害
も
続
出
し
た
。
地
殻
変
動

は
緩
慢
で
は
あ
る
が

、

い
ま
な
お
続

い
て
い
る
。
建
築
物

の
破
損
程
度
は
、
時

間
と
と
も

に
助
長
さ
れ

る
傾
向
に
あ
る
。
完
全

に
破
壊
さ
れ
た
家
屋

は
放
棄

さ
れ

た
が
、
他

の
建
物

の
大
部
分

は
引
き
続
き
居
住
さ
れ
て
い
る
。

口

対
策
と
問
題
点

比
較
的
最
近

ま
で
地
殻
変
動

に
よ
る
災
害

に
対
し
て
は
、
何
ら

の
効
果
的
な
対
策
も
と
ら
れ
セ

い
な

か

っ
た
。
も

っ
と
も
効
果
的
な
対
策

は
、
人
為
的

に
地
殻
変
動

の
進
行
を
阻
止
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、

危
険
地
域

か
ら

の
移
転
と
い
う

こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
言
う

は
易

し
く
て
も
近
隣

の
安
全
な

場
所

に
代
替

の
土
地
家
屋
が
用
意
さ
れ
な

い
限

り
、
実
現
す
る
こ
と
は
む

つ
か
し
い
。
実
際

に
、

一
九

八
○
年

二
月
上
旬
、
著

し
い
被
害

を
蒙

っ
た
人
達

は
、
道

に
対

し
て
地
殻
変
動
に
よ
る
災
害

の
救
済
を

求
め
、
温

泉
町
内

の
安
全
な
土
地
に
代
替
地

の
提
供
を
要
求
す

る
請
願
を
行

っ
て
い
る
。

危
険

地
域

か
ら
の
家
屋

の
集
団

移
転

は
、
も

っ
と
も

望
ま
し
い
対
応
策
と
考
え
ら
れ
る
が
、
火

山
活

動

に
付
随

し
た
地
殻
変
動
に
よ
る
災
害

は
、
わ
が

国
で
も

は
じ
め
て

の
経
験

で
あ
り
、
こ
れ

に
対
処
す

べ
き
法
律
が
未
整
備

の
た
め
何
ら
な
す
す

べ
が

な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

「
活
動
火
山
法
」
は
有

珠
山

に

も
適
用
さ
れ

た
が
、
こ
れ

は
避
難
道
路

の
整
備

と
学
校

の
移
転

の
み
に
し
か
適
用
さ
れ
な

い
。
地
殻
変

動

は
土
地
区
画

の
移
動
や
変
形
を
も
た
ら
し
、
地
籍

の
再
測
が
要
望

さ
れ
て
い
る
が

、
地
籍

の
調
整

は

変
動
が
終
息
す
る
ま
で
実
施

し
難

い
状
況

に
あ
る
。

最
近
、
地
殻
変
動
に
よ
る
災
害

の
対
策

に
大
き
な
前
進
が

み
ら
れ

た
。
地
元
町
当
局
と
国

・
道
と

の

長

い
間

の
折
衝
が
実

っ
て
、
顕

著
な
被
害
を
蒙

っ
て
い
る
洞
爺
湖
温
泉
西
部
地
区

を
対
象

に
、

「
災
害

危
険

地
帯

に
お
け

る
家
屋

の
集

団
移
転
を
促
進
す
る
た
め
の
法
律
」
が
、

一
九
八

一
年
七
月

か
ら
適
用

さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

の
で
あ
る
。

こ
れ

は
破
壊
さ
れ
た
家
屋

に
代

っ
て
、
町
が
安
全
な
地
帯

に
造
成

し
た
土
地

に
国

の
融
資

に
よ
り
代
替

の
家
屋
を
建
設
し
、
そ
こ
に
住
民
を
移
住
さ

せ
る
こ
と
を
骨
子
と

し
て
い
る
。

し
か
し
な
が

ら
、

こ
れ

に
よ

っ
て
積
極
的
な
移
転
を
希
望
し
た
世
帯

は
、
わ
ず

か
二

一
で

あ
り
、

他
の
人

々
は
土
地
に
対
す

る
愛
着

や
、
融
資

な
ど

の
条
件
が
経
済
的

に
は
必
ず
し
も
有
利
で
な

い
と
い
う

理
由

の
た
め
、

い
ぜ

ん
と

し
て
地
殻
変
動

の
影
響
が
続
く
地
帯

に
残

っ
て
い
る
。

二

一
世
帯

の
移
転

に
必
要
な
経
費

は
、
総
額

で

一
億
八
千
万
円
と
見
積

ら
れ
て

い
る
。
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環
境
変
動
の
意
義
と
今
後
の
課
題

有

珠
山

の
噴
火
活
動
は
、
す
で

に

一
九
七
八
年
十
月

下
旬

に
終
息

し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ

に
関

連
す
る
現
象
、
す
な
わ
ち
地
殻

の
変
動
と
泥
流

・
土
石
流

に
よ
る
災
害

の
危
険

は
、

い
ま
な
お
山
麓

の

集
落
を
お
び

や
か
し
て
い
る
。
山
麓

に
は
多

数

の
住

民
が
居
住

し
、
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ

る
二
つ
の

温
泉
町
が

あ
る
。
噴
火
活
動
が
終

っ
て
二
年
を
経
よ
う

と
す
る
今

日
で
は
、
温

泉
町

は
以
前

の
賑

い
を

取
り
戻

し
て
い
る
。
今
度

の
噴
火

で
荒
廃

し
た
景
観

と
病
院

や
ア
パ
ー
ト
な
ど
地
殻
変
動

に
よ

っ
て
破

壊
さ
れ
た
建
物

は
、
新
た
な
観
光
対
象
と

し
て
人

々
の
注
目
を
集

め
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら

こ
の
活
火

山

の
地
域

に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な

タ
イ
プ

の
災
害

の
危
険
性
が
常

に
秘
め
ら

れ
て

い
る
と
考
え
な
け
れ
ぽ

な
ら
な
い
。
荒
廃

し
た
山
腹
と
漢
流

に
対
す
る
治
山

・
砂
防
工
事

の

一
層

の
強
化
、
地
殻
変
動

に
よ
る
災
害

に
対
処
す
る
た
め
の
施
策

の
実
行

は
、

こ
の
地
域

の
安
全
を
確
保
す

る
た
め

に
必
要

な
、
当
面

の
緊
急
を
要
す

る
課
題
で
あ
る
。
地
殻
変
動

に
よ
る
災
害

の
被
災
者
を
救
済

し
、
危
険
地
帯

か
ら

の
家
屋

の
集
団
移
転

の
事
業
を
さ
ら

に
推
進
す

る
た
め

に
は
、
国

の
防
災
行
政

の

見
直
し
も
必
要

と
さ
れ
る
。

さ
ら

に
、
こ
う
し
た
当
面

の
安
全
対
策

に
加
え
て
、
次

期
噴
火

と
こ
れ

に
伴
う
災
害

の
様
相

を
想
定

し
、
そ
れ

に
備

え
る
た
め

の
、
長
期
的
視
点

か
ら

の
防
災

町
づ

く
り
も
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

有
珠
山

は
過
去

の
噴
火
履
歴

か
ら
み
て
、
約
三
〇
年

の
間
隔
で
再
噴
火

す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

長
期
的
視
点

か
ら

の
対
策

で
は
、
山
麓
地
帯
に
お
け
る
土
地
利
用

の
規
制

や
集
落

の
再
編
成

を
考
慮

し

た
防
災
都
市
計
画
が
、
今
回

の
災
害

の
危
険
と
予
想

さ
れ
る
次
期
噴
火

の
災
害

の
様
相

に
基
づ

い
て
積

極
的

に
推
進
さ
れ
る
こ
と
が

の
ぞ

ま
れ
る
。

い

っ
ぽ
う
、
今
回

の
噴
火
と
そ
れ

に
伴

っ
た
諸
現
象

の
観
測
調
査

を
通
じ
て
、
将
来

の
噴
火

の
予
知

と
、
噴
火
活
動

に
伴

っ
て
起

こ
る
で
あ
ろ
う
地
形
変
動

や
侵
食

の
加
速
化
現
象
を
予
測
す

る
の
に
有
用

な
多
く

の
デ

ー
タ
が
集
積
さ
れ

た
。
山
頂
火

口
原
と
外
輪

山
上
部
斜
面

の
森
林
植
生
は
、
降
灰
と
地
殻

変
動

の
た
め
徹
底
的

に
破
壊
さ
れ
た
が

、
そ

こ
は
火
山
荒

原
に
お
け

る
植
生
遷
移
観
察

の
好

フ

ィ
ー
ル

ド
と

し
て
、
生
態
学
者

の
注
目

を
引

い
て
い
る
。
噴
火
と
そ
れ

に
伴

っ
た
地
殻
変
動
と
泥
流

・
土
石
流

に
よ
る
災
害

に
対

し
て
、
住
民
と
町

・
道

・
国
が
と

っ
た
行
動
は
、
高
度

に
開
発
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て

い
る
地
域

に
お
け
る
人
間
と
自
然
災
害
と
の
対
応

に
関
す
る

一
典
型

と
し
て
、
外
国

の
学
者

の
注
目
を

集
め
て

い
る
。
そ
れ

は
、
巨
額

の
費

用
を
投

入
し
て
火

山
災
害

の
危
険
地
帯

に
お

い
て
、
可
能
な
限
り

の
当
面

の
安
全
対
策
を
講
じ
つ
つ
、
そ
こ
を
引
き

続
き
生
活

と
生
産

の
場
と
し
て
利

用
し
て
い
く
と

い

う
選
択

で
あ
る
。

終
り

に
、
効
果
的
な
治
山

・
砂
防
事
業

の
実
施
が
、
国
立
公
園
特
別
地
域

の
中
核
を
な
す
こ
の
火
山

の
自
然
景
観

の
保
全
と
対
立
す
る
側
面

の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ

は
、
地
形

の
著
し

い
改
変
を
伴
う
人
工
構
築
物

の
施
工
と
、
荒
廃
斜
面

へ
の
航
空
実
播

に
よ
る
外
国
産

の
も

の
を
含
む
草

本
植
生

の
導
入
が
、
自
然
景
観
と
そ

の
自
然

の
ダ
イ

ナ
ミ

ッ
ク
ス
に
よ
る
進
化

の
過
程

に
対
し
て
大
き

な
干
渉
を
及
ぼ
す
か
ら
で
あ
る
。
防
災
と
景
観
保
全

・
自
然
保

護
と

の
調
和

に
つ
い
て
検
討
を
行
う
ぺ

き
時
期
が
来
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿

は
、
私

の
研
究
室

の

ス
タ
ッ
フ
が

こ
れ
ま

で
に
行

っ
て
来

た
次

の
調
査
研
究

の
成
果

に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き

い
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
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海
道
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学
大
学
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境
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環
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基
礎
学
研
究
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